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Ａ．研究目的 
 前立腺癌JNCDBに関する総論と各論における

DB 登録の準備を行う。 

 
Ｂ．研究方法 
 前立腺癌 JNDCB の操作性時における入力時

間、入力内容等の検討を行った。 

 
Ｃ．研究結果 
 前立腺グルーブにおいて、開発中の前立腺癌

JNCDB の用途に応じた簡易で操作性に優れた

使用ができることを目的とした改良の検討を行っ

た。その結果、操作性が改良され、1 症例あたり、

最小の入力単位で 5 分程度の入力で可能となっ

た。また、前立腺癌を考えた場合、まず放射線治

療情報基本ＤＢにデータを入力して、その後に、

施設の業務に応じて入力することが可能であっ

た。 

 
Ｄ． 考察 
 今回の結果から、前立腺癌 JNCDB は非常に

入力しやすくなり、実用的であると考えられる。前

立腺癌を考えた場合、まず放射線治療情報基本

ＤＢにデータを入力して、その後に、施設の業務

に応じて入力することができるのが大きな利点で

ある。今後の問題点として、一部の内容で改訂す

る必要性が有る箇所が残っていること、マニュア

ルの作成が不備であること、ＪＡＳＴＲＯの構造調

査が変更になった場合の対応等について考慮す

る必要があることなどが挙げられる。 

 
Ｅ． 結論 
 今回開発し、改良した前立腺癌JNCDBは臨床

ベースでの適応が可能であり、全国登録への準

備を整えることができた。 
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今回の研究により、前立腺癌JNCDBに関する総論と各論におけるDB 登録の準備を整えるこ

とができた。 



57 
 

 
2. 学会発表 

なし 

 
G．知的財産権の出願･登録状況 

    
1. 特許取得 
なし 

2. 実用新案登録  
なし 

3. その他  
なし 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


